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流域土地利用モデルによるSS濃度係数の算出

Calculation of SS concentration coefficients of river water for each

land use by a simple watershed model.
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　近年、降雨の気候変動に起因する降雨の激化や局所化により、土砂災害が増加している。土砂災害の起きる

場所や程度を予測することは困難であるが、まず、近年の平均的な土砂流出程度を把握し、それに基づき、雨

の降り方が変わった場合の土砂量の増減を予測する方法が合理的であると考えられる。 

　土砂流出は、土地利用、植生、保全策、立地条件、降水などの気象条件等により左右される。なかでも、平

水年では土地利用の影響が大きいと予想される。ここでは、今後の土砂災害の予測に資するために、全国の河

川流域を対象に、土地利用毎の水系へのSSの負荷強度を示す濃度係数を、簡易な流域土地利用モデルにより算

出する。公開されているDEM(国土地理院、10B、ラスターデータ)、および高解像度土地利用土地被覆図

（JAXA、ALOS AVNIR-2、10mメッシュデータ）を用いて、公共用水域測定地点を下端とする流域と、その流

域の土地利用（水田、畑、森林、市街地）面積割合を求めた。一方、環境省の公共用水域測定地点データにつ

いて、2000~2009年の10年間の測定データの揃っている地点について、SS濃度の算術平均値を求めた。そし

て流域ごとの土地利用比率を説明変数、流域ごとのSS濃度を目的変数とする以下の重回帰式により、各土地利

用の負荷強度の指標となる濃度係数を算出した。 

 

　C = a1 x1 + a2 x2 + a3 x3 +a4 x4 

 

　Cは河川SS濃度 (mg L-1)　ai は土地利用iのSS濃度係数　xi は土地利用iの面積率 

　土地利用 i は 1;水田 2;畑 3;森林 4;市街地 

 

　SS濃度係数は、水田、畑、森林、市街地で、15.4（下限95％値12.0～上限95％値18.8）、

11.5（7.4～15.6）、3.9（2.6~5.1)、11.2（9.2～13.2）（n=5103）であった。さらに詳細に調べるに

は、施肥管理、土壌の性質、流域の畜産業、気象条件（特に降水量）、地形、地質などの影響を考慮した詳細

な解析が必要である。
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